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Ⅰ はじめに 

 

令和８年第２回七飯町議会定例会の開会に当たり、本年度の七

飯町教育行政方針の概要について申し上げます。 

  

昨年度、教育大綱として策定した第４次七飯町教育振興基本計

画（令和８年度～令和１２年度）に基づき、誰一人取り残さない

持続可能な教育行政を推進してまいります。 

 

学校教育にあっては、楽しい学校づくりを目標とし児童生徒に

とって「通いたい学校」保護者にとって「通わせたい学校」教職

員にとって「働きやすく働きがいのある学校」地域にとって「応

援しがいのある学校」を目指します。 

 

生涯教育にあっては、生涯を通じて学ぶ喜びが実感できる生涯

学習社会を推進してまいります。 

 

教育環境の整備は、利用する児童生徒や町民にとって夢の実現、

また危機管理においても必要不可欠ですが、大変厳しい財政状況

の中で実施することになります。そのため、利用者への影響に十

分配慮しながら事務事業や施設管理の見直しを進めてまいります。 

また、七飯高等学校の魅力化アップによる入学者数拡大と定員

確保を目指し、同校と連携してまいります。 

 



 

 

2 

 

Ⅱ 教育基本方針 

 

教育は、豊かな人間性と創造性を備え、社会の発展に貢献する

人間を育成するという「人づくり」の使命を担うものです。 

そのため、引き続き、教職員、学校、地域、教育委員会が相互

に連携し持続可能な教育施策を推進してまいります。 

学校教育にあっては、児童生徒を「リスペクト（敬意と尊重）」

することを基本とした学びの提供、生涯教育にあっては、生涯学

習の推進や生涯スポーツの振興、文化・芸術の振興や文化財の保

護等の施策を実施してまいります。 

 

Ⅲ 本年度の主要施策 

 

 本年度において、七飯町教育委員会が教育振興基本計画に基づ

き取り組む主な施策について申し上げます。 

 

第１ 開かれた教育行政の推進 

  

町民の信頼に応える教育行政を推進するため、七飯町総合教育

会議との連携や教育委員会議の公開、情報発信、教育行政方針の

点検・評価及び公表を行い、地域に根差し開かれた教育委員会を

目指します。 
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第２ 幼児教育の充実 

  

幼児期の教育は、能力開発、身体育成、人格形成、情操と道徳

心の涵養に極めて大切です。家庭から幼児教育施設そして小学校

への円滑な接続、家庭や地域、関係機関が一体となった幼児教育

の推進に努めます。 

 

第３ 学校教育の充実 

 

児童生徒の基礎学力の向上と健全育成、社会の変化に対応した

教育や道徳教育の充実を図り、質の高い教育を推進します。 

 

（１）学校経営の充実 

 校長のリーダーシップのもと教育課題解決のため、全教職員の

創意が発揮できる協働体制の確立を図り、学校経営の改善に努め

ます。その中核となる教員の資質向上の取組については、オンラ

インシステム等を活用し、町内各校や渡島教育局、渡島教育研究

所、七飯町教育研究所と連携し進めます。 

さらに、各校における特別支援教育の充実と教員の専門性向上

を図るため、七飯養護学校と連携してまいります。 

一方で、働き方改革を進めながら、教職員にとって働きがいの

ある学校を目指すには、保護者や地域の理解と協力が不可欠です。

中学校区単位でのコミュニティ・スクールと地域学校協働活動の

一体的な取組を一層推進します。 
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また、教員同士の連携を強化し、複数の視点で児童生徒の成長

を見守り、併せて、児童生徒や保護者の相談にも教員が柔軟に対

応できるよう、各校の特色をいかしながらチーム担任制を進めま

す。 

 

（２）基礎・基本の確実な定着に向けた指導の充実 

基礎的・基本的な知識・技能の定着に向けて、児童生徒一人ひ

とりの理解の程度や興味・関心に応じた指導の充実を図るととも

に、学校や家庭での学習にＩＣＴ（情報通信技術）を効果的に活

用し、児童生徒の主体的な学びにつなげます。 

学習支援員を配置し、個々の学習状況に応じたきめ細かな学習

指導を行うことで、全ての児童生徒に基礎・基本の確実な定着と

活用する力を育て、誰一人取り残さない教育を目指します。 

 国際社会の一員として信頼され活躍する人材を育成するため、

異文化理解に必要な交流活動等への積極的な参加を推進します。 

 また、語学教育では外国語講師等を活用したチームティーチン

グによる英語教育の充実を図ります。 

 

（３）道徳教育の充実 

実社会や実生活との関わりの中で、自己や人間としての生き方

を考え、命を大切にする心や規範意識を育成します。 

児童生徒一人ひとりが自分や他者の良さに気づき健やかに成長

するために、多様な教材の活用を推進します。 

 また、ボランティア活動や体験的な活動を通して、他者を思い
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やる心や協力して地域の課題解決に取り組もうとする態度を育成

します。 

 児童生徒が七飯町に誇りを持ち、希望を抱いて暮らすことがで

きるようにするために、引き続き、本年度も各学校の協力を得て

「夢のあるまち 七飯町」プロジェクトを開催します。 

 七飯町は、ラムサール条約登録湿地のある大沼国定公園や赤松

並木など豊かな自然環境に恵まれていることから、それぞれの地

域の特性等を踏まえた環境教育の充実を図ります。 

 

（４）学校体育と学校保健指導の充実 

 七飯町の児童生徒の体力・運動能力は、全国と比較し低い傾向

にあることから、引き続き、生活習慣の改善と併せて、学校体育

の充実、生涯スポーツの基礎づくりを進め、健康な身体づくりを

推進します。 

また、心の教育、性教育、食育、がん教育等の推進を図り、児

童生徒の健康意識の向上に努めます。 

 

（５）特別支援教育の充実 

 特別支援教育支援員を各学校に配置し、児童生徒一人ひとりの

多様な個性を最大限伸ばすため、個々の実態や教育的ニーズに応

じた適切で一貫した特別支援教育の充実を図ります。 

また、幼稚園等や町立学校における校種間の円滑な連携・接続

のため、教育支援委員会で適正就学に向けた相談・指導の充実を

図ります。 
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本年度、通常の学級に在籍する特別な指導が必要となる児童に

対応するため通級指導教室を大中山小学校、七重小学校に設置し、

児童一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導・支援に努めます。 

さらに、七飯養護学校が令和６年度から３年間実施する「イン

クルーシブな学校運営モデル事業」について、学校運営連携校と

して七飯中学校が指定されていることから、その活動を支援しま

す。 

 

（６）食育の推進 

児童生徒が食の大切さを学び、望ましい食習慣を身に付けるこ

とができるよう、食育を計画的に推進します。 

給食費については、原材料費の高騰により値上げを行いました

が、物価高騰による保護者の負担を軽減するため、小学校におい

ては国の学校給食費の抜本的な負担軽減により、また、中学校に

おいては令和７年２月から実施している物価高騰対応重点支援地

方創生臨時交付金を活用した給食費無償化の取組を、本年度も継

続して実施します。 

また、今後の給食の安定的な供給のため、令和９年度から給食

費を町が一括管理する公会計への移行を進めます。 

 

（７）教育環境の整備・充実 

 学校施設の安全性及び快適性の確保のため、維持管理に努める

とともに、本年度は引き続き大中山中学校のエアコン整備及び老

朽化対策工事を進めます。 
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学習環境の整備充実を図るため、計画的に教材備品、情報機器

の整備を推進します。 

経済的な理由により進学が困難な学生生徒に対し、就学援助に

よる支援を行うほか、奨学金利用者の負担の軽減、若年層の七飯

町への移住定住を促進するため「奨学金等償還支援事業」の積極

的な利用を推進します。 

「いじめ」の対応については、学校に携わる全ての関係者が「い

じめはどのこどもにも、どの学校でも起こり得る」という意識を

常に持ち続け、いじめの未然防止、早期発見、早期対応に努める

ため、校内での情報共有及び関係機関との連携を一層深めます。 

防犯・安全対策については、児童生徒が安全安心な学校生活を

送るため、突発的に発生する事件・事故・自然災害等に対処する

「危機管理共通マニュアル」を常に見直します。 

 「児童生徒の夢の実現を目指すための連携協定」に基づき、災

害等により学校が長期休業を余儀なくされた場合を想定したオン

ライン授業の提供について、模擬訓練を実施します。 

校外生活については「七飯町生徒指導推進連絡協議会」の活用

や定期巡回等地域における見守り活動、不審者情報ネットワーク、

コミュニティ・スクール等を活用し、地域ぐるみでこどもたちの

安全確保を図ります。 

 不登校対策等については、学校と連携し、教育支援センター「レ

インボー」への通級や「児童生徒の夢の実現を目指すための連携

協定」に基づいたオンライン授業の提供、校内教育支援センター

の設置、スクールカウンセラーの活用など、総合的で柔軟なサポ
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ート体制の充実を図ります。 

また、家庭環境等に課題がある場合は、町長部局と連携をとり

対応します。 

部活動については、将来にわたりスポーツや文化芸術活動に親

しむ機会を確保できるよう、地域との連携や地域クラブ活動への

移行について検討を進めます。 

物価高騰下における子育て世帯を支援するため、小学校への新

入学時に購入が必要な教材等の学用品について、本年度も負担軽

減を図ります。 

 

第４ 生涯教育の推進 

  

第５次七飯町社会教育中期計画（令和８年度～令和１２年度）

に基づき、引き続き、町民一人ひとりが地域の自然や歴史・文化

に親しみながら、生涯にわたり全ての世代が学び続けることので

きる生涯学習推進体制の確立を目指します。 

 

（１）生涯学習の充実 

老朽化が目立つ社会教育施設については、生涯学習の推進と利

用者の安全を確保するために計画的な改修と効率的な整備を図り

ます。 

また、図書振興については、文化センターに移転した図書室を

中心とした図書活動の推進に努めます。 

老人大学については、高齢者が生きがいをもって参加したいと



 

 

9 

 

思える生涯学習の場として、自治会と連携しニーズに合わせた講

座や活動内容等を検討します。 

文化・芸術の振興については、芸術文化、生活文化、伝統文化

など各分野における文化芸術団体等への支援を通じて創作活動を

奨励するとともに、文化芸術活動に対する助成制度等を活用し、

幅広く町民を対象とした芸術鑑賞の機会提供に努めます。 

 

（２）青少年の健全育成 

 七飯町が力強く発展するためには、青少年の健全育成が不可欠

です。体験・交流活動、社会活動等への参加を促し、ふるさとを

愛し、明日の七飯町を担う心豊かで心身ともにたくましい青少年

を育成します。 

 また、こどもの安全安心な居場所づくり、健全育成を推進する

ため、子ども会活動やＰＴＡ活動の支援、こどもの社会性や人間

性を育むための文化体験など青少年育成事業を推進します。 

 家庭教育は、こどもが基本的な生活能力、豊かな情操、他人に

対する思いやりや善悪の判断等を身に付ける上で大変重要な役割

を果たします。 家庭、地域、学校の連携を図りながら、子育て環

境を充実させるために、コミュニティ・スクールと地域学校協働

活動を一体的に推進することで、こどもの健全育成と地域社会の

連携強化を目指します。 

 

（３）文化財の保護・管理の推進 

 文化財は、風土や自然、そして、そこに住む人々の営みの中で
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育まれ、長い歴史の中で守り伝えられてきた町民の貴重な財産で

あることから、保存整備と積極的な活用を図ります。 

 埋蔵文化財のほか民俗資料の展示施設として位置づけている七

飯町歴史館において、多角的な視点からの企画展、講座等を開催

し、地域の歴史や文化に触れる機会を提供します。 

 

（４）生涯スポーツの推進 

いつでも、どこでも、だれもが気軽にスポーツに親しみ、楽し

めるよう環境整備に努めます。 

町民の皆様から様々なご意見をいただいたスポーツセンターの

整備に向けて、説明会を開催してまいります。 

 幅広い世代の町民がスポーツに親しむ機会の拡充を図るため、

関係団体と連携し、各種スポーツ体験会を開催します。 

こどもたちのスポーツ離れを防止し、体力向上を目指すため、

初心者向けスポーツ教室や競技会等を開催し、運動の習慣化を図

ります。 

プロチームや実業団のスポーツ合宿誘致を積極的に進めると

ともに、チームや選手によるスポーツ教室の開催など、スポーツ

への興味関心を高めます。 

本年度は、トルナーレにおいて、Ｊリーグクラブ「川崎フロン

ターレ」の夏季キャンプを受け入れてまいります。 

 

Ⅳ むすび 
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 以上、本年度の教育行政方針について申し上げました。 

 無限の可能性を秘めた七飯町のこどもたちは、ふるさとの明日

を担うかけがえのない存在です。 

 七飯町教育委員会としては、厳しい財政状況にあっても知恵と

工夫と創造で、こどもたちが夢に向かって邁進し、健やかに成長

できるよう、教育環境の充実に努めてまいります。 

 また、町民一人ひとりが夢と希望をもって健康でいきいきとし

た人生を送ることができるよう、文化に親しみスポーツを楽しむ

ための生涯学習の環境づくりに取り組んでまいります。 

 

七飯町議会の皆様並びに町民の皆様のご理解とご協力を心から

お願い申し上げ、本年度の教育行政方針といたします。 


